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月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

第
21
代
菊き
く

池ち

重し
げ

朝と
も

公
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
菊
池
万
句
」に
ち
な
み
、市
教

育
委
員
会
が
県
内
や
姉
妹・
友
好
都
市
の
小
中
学
校
か
ら
俳
句
や
短
歌
を

毎
年
募
集
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
入
選
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
俳
句
の
部
】 

優
良
賞

【
短
歌
の
部
】 

優
秀
賞

万
句
の
ふ
る
さ
と
菊
池 

（
令
和
６
年
度
）

ド
ン
と
な
る
こ
こ
ろ
が
お
ど
る
あ
か
は
な
び

手
が
り
し
て
秋
を
感
じ
る
穂
の
香
り

金
木
犀
ふ
わ
っ
と
甘
く
薫
り
け
れ

ひ
ま
わ
り
が
日
の
出
を
待
っ
て
ま
っ
す
ぐ
を

見
て
い
た
目
線
を
上
に
向
け
て
る

ほ
ん
ご
う
ち
は
る（
泗
水
小
１
年
）

出で

口ぐ
ち　
遙は

る
か（

七
城
小
６
年
）

武む

藤と
う

希の
ぞ

実み
（
菊
池
北
小
５
年
）

坂さ
か

本も
と

栞し
お

理り
（
旭
志
中
３
年
）

※
学
年
は
当
時

入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。
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佐々 ☎0968（24）3761
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テーマ「あたたまる」

�2 �毎日食べたくなる絶品鍋
大
おお

庭
ば

英
えい

子
こ

／著
　寒い日にはやっぱりお鍋。
定番から変わり種、鍋に添え
たい小皿まで、毎日食べた
くなるレシピが満載です。

箱
はこ

崎
ざき

なつみ／企画・協力
�1ずっと、だいすき。

　ぬいぐるみ専門病院で治
療を受けたぬいぐるみたち
の写真集。持ち主との素敵
な関係に心温まる一冊です。

柴
しば

田
た

ケイコ／作
4 かぼちゃスープのおふろ

　ある寒い日に３匹が見つ
けたお風呂。でも、ここの
お風呂はどこか不思議で…。
ほっこりユーモアのある絵本。

鈴
すず

木
き

まもる／作・絵
�3だんろのまえで

　暖炉の火をながめている
ぼくと動物たちのやり取りに
あたたかく前向きな気持ち
になる絵本。

教
育
画
劇

�3

小
学
館

4

成
美
堂
出
版

2

講
談
社

1

のお知らせ年 末 年 始

12月28日㈰～1月5日㈪
年末年始休館

　休館中の本や雑誌の返却は、ブックポス
トをご利用ください。大型絵本や紙芝居、
DVD、CD、相互貸借本は、図書館が開館
してからカウンターに返却をお願いします。

前期に開催した講座を紹介します

●�子どもキクロス教室 （全５回、中央公民館）
　菊池の魅力を体験
する全５回のプログ
ラムです。第１回は、
わいふ一番館で郷土
の 歴史に触れ、第２
回は龍門ダムでカヌーに挑戦。第３回は地元の果物
でスイーツやジュース作り、第４回は新聞アートで自
由な発想を形にしました。最終回は聖護寺で座禅体験。
心静かに自分と向き合う貴重な時間となりました。地
域の良さを改めて感じる充実した教室でした。

●�スマホ活用【アンドロイド編】講座 
　（全３回、中央公民館）
　基本操作から一歩進ん
で、写真の整理やキャッシュ
レス決済、地図アプリケー
ションの活用などを学びま
した。受講者からは「便利
な機能を知って世界が広
がった」「少しでも使えるようになって良かった」といっ
た声が寄せられました。生活に役立つ知識を身につけ、
スマートフォンをより楽しく使うきっかけとなりました。

●�第４回さわやか大学（全８回、中央公民館）
　菊池女子高校の生徒と、さわやか大学受講者による

「スマイル交流会」を開催しました。今回は、世代を
超えて楽しめる２つのプログラムとして、e スポーツ
体験とビーズアクセサリー作りを実施。
　e スポーツは、生徒と受
講者がチームを組み、白熱
した対戦に歓声と笑いが絶
えませんでした。ビーズア
クセサリー作りでは、教え
合いながら作業に夢中にな
り、完成したアクセサリー
を手に笑顔が広がりました。
　年齢の垣根を越えた交
流を通して、参加者同士が
新たなつながりと元気を感
じるひとときとなりました。 

秋
深
み
阿
蘇
谷
の
弥み

陀だ

雲
海
を
寄
せ
て
五
岳
の
涅ね

槃は
ん

を
つ
く
る

鞍
岳
の
峰
よ
り
出
で
し
名
月
の
金
色
歓
喜
の
思
い
を
満
た
す

ご
飯
よ
り
麺
か
パ
ン
食
増
え
て
ゆ
く
値
上
が
る
米
価
に
根
を
上
ぐ
消
費
者

涵
養
の
田
に
立
ち
つ
く
す
白し

ら

鷺さ
ぎ

の
地
下
水
足
る
や
と
気
に
か
け
る
ご
と

緒
方　
正
俊

佐
　々
重
弘

井
藤　
和
俊

渡
辺　
光
夫

い
つ
の
間
に
わ
れ
の
ベ
ッ
ド
に
寝
入
り
し
孫こ

言
い
た
い
こ
と
を
抱
い
た
ま
ま
に

秋
高
く
広
ご
る
空
に
体
育
祭
な
ほ
も
煌
め
く
残
月
の
あ
り

う
つ
う
つ
も
夫つ

ま

の
窓
外
鳥
が
舞
う
燻
る
心
に
翼
が
ほ
し
き

来
春
は
孫
小
学
児
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
ら
れ
嬉
し
じ
ぃ
じ
ぃ
も
嬉
し

朝
朝
の
犬
の
散
歩
の
顔
な
じ
み
声
か
け
あ
っ
て
癒
さ
れ
お
り
ぬ

坂
本　
玲
子

宮
本　
淑
子

岩
本
サ
ヨ
子

田
中　
遥
子

緒
方　
悦
子

こ
の
世
界
の
真
ん
中
語
る
外
交
の
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
つ
つ
庭
の
草
引
く

誰
彼
無
く
一い

っ

天て
ん

自じ

尊そ
ん

の
時
あ
ら
ば
吾
に
諸
々
の
福
よ
来
た
れ
よ

目
覚
め
て
は
朝
の
落
ち
葉
を
掃
き
て
書
く
楷
書
の
て
が
み
は
青
き
イ
ン
ク
に

柘ざ
く

榴ろ

の
実
が
真
っ
赤
な
ボ
ー
ル
に
見
ゆ
る
昼
異
郷
に
あ
ら
ず
他よ

家そ

の
庭
に
て

ド
ジ
ャ
ー
ス
が
勝
っ
て
い
る
ら
し
テ
ー
ブ
ル
を
た
た
い
て
夫
の
吠
え
る
声
す
る

小
堀　
久
男

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

山
田　
　
博

安
藤　
則
子

琥
珀
色
透
き
通
る
よ
な
秋
の
月

過
疎
の
路み

ち

木
立
覆
い
て
葛
の
花

秋
茄
子
や
揚
げ
て
紫し

紺こ
ん

の
艶
を
増
す

曾ひ

孫ま
ご

生あ

れ
命
輝
く
夏
便
り

推す
い

敲こ
う

を
重
ね
て
秋
の
句
会
か
な

藤
本
け
い
子

水
上　
玲
子

森　
　
容
子

芹
川　
蓉
子

中
尾
ヨ
シ
コ

皿
の
上
一
直
線
の
秋
刀
魚
か
な

眼
が
合
う
て
微
笑
む
宮
司
秋
祭

草
木
伸
び
秋
の
狭さ

庭に
わ

の
変
わ
り
果
て

朝
一
番
小
鳥
来
て
ゐ
る
う
れ
し
さ
よ

鹿
に
合
ふ
朝
の
し
じ
ま
の
棚
田
道

吉
田　
和
弘

赤
星
智
惠
子

宮
本　
敏
子

中
路　
郁
子

浦
田　
多
惠
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